
Title 第十三世紀英国の政治思想
Sub Title
Author 槙, 智雄

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1926

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.20, No.2 (1926. 2) ,p.179(39)- 210(70) 
JaLC DOI 10.14991/001.19260201-0039
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19260201-

0039

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


;

(
1

七
6
 

0
M 

H
s

相
-殺
：n

よ
ち
て
f
f
i業

の

利

谓

は

總

て

に

於

.

.て

同

額

な

.：
マ

_

，
主

張

す

る

’じ
き
绝
最
も
普

.

通
..一 

靴
な

.る

經

驗

上

の

觀

念

；̂
遠
ざ
か
る
ブ

…
g
j
W

ぁ
，
.
.
\
.

び 

Trait

タ 

M、
ず

；

ぐ
；？ 

0ダ 9)

ふ I- 

(
t
i
e

 1J, P
:

レ
は
，
；
!̂..:ハ.en 

noteĵ
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.
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摩

が

除

去

さ

れ

し

も

之

は

や

が
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欲

す

る

®

中

.
人

2
^

に

•最

高

播

を

與

务
る
事
斯
ホ

®

に

ま

で
は
：及

-ぱ
さ
ッ
唯
ギ
の

€

屬

：

g
,

地
.位
に
刷
し
て
は
此
説
ま
ざ
極
，端
こ
し 

T
 
敎
權
；

■

購
す
；る
务

.の
：̂.な

A

:

:

:
. 

>

"

0

:

:

び
.

t
:

,
o

f
y

s
a

I
i

s
b

u
r

y
.

は

め

王

を

®

想

化

し

て

、之

に

，最

高

み

地

位

を

幾

へ

ぃ

か

？

す

。

日

ぐ

「

ま

タ

. 

t

f

な

.

ク

i

し

て

、
凡

：

て

：

の

：
決

定

‘

推

を

有

，
し

、其

欲

す

る

，處

，
法

た

，
る

，
の

力

を

.

得

る

は

主

が

®

想

の

狀

ゾ

.

^

l

r

i

k

i

i

i

^

l

l

i

i

l

i

i

i

i

i

l

^

^

§
l

t

l

i

i

i

i

l

t

i

l

l

l

i

i

.

i

a

l

l

%

f

3

l

f

態
，に
あ
な
時
に
於
て
の
み
で
あ
る
。

而

‘し
て
，斯

る

跟

態

は

.順
正
義
を

.愛

.好
し
、之
を
麟
守

-し
、
 

私
.
.め

您

.念

に

驅

も

る 

>
,
事
I

な

き

場

合

"

こ

を

、
壬

，
は

法

に
A

立
し
て
永
久
的
な
る
權
感

0

地
；位

に

1

。
‘

主
I

上

£

れ
る
.

#の

表

缴

に

し

5

力

S

の
力
.で

あ

I

I

-

f

l

 

各

.
§
，れ
.ぱ
.ジ

^

ォV

は
磁
對
：'截
虫
i

を
說
，ぐ

は

似

だ

り

ビ

せ

ん

。

然

し

王

.

斯̂

<:

細

#

的 

'
.
£等

®
す

る

は

敎

権

の

®

に

高

き

を

思

.は

し

，

S
。

王
の
受
ぐ
る
權
威
は
敎
會

#
.り
，來

K

凡
て 

©
律
の
法
に
合
政
す
；る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
效
、な
ぐ

•王
の
命
金
は
敎

.會

のi:.

制
に
適
％

す
i
 

S
,

わ

&
,ざ
れ
ぱ
又
何
の
办

.も
な
い
の
で
あ
る
。
宗
敎
は
政
府
の
精
，

.碑
で
あ

.
な

。
：：
ー

斯

<

0

如

き
 

條

仲

m
:

の

地

位

は

職

V
.

を
#

ぬ
は
ジ
タ
ォ
ン
の
抱
く
抵
抗
權
の
見
解
に
於
箸
し
ぎ
を
見 

‘
>
。へ"
、此
想
想
の
王
，に
當
ら
ざ
る
も
の
、

S
；

も
暴

.君
は
之
を
祖

.，否
す
‘̂
 .2:

所
謂

T
5
;
^
a
l
d
d
e
:

，を
：森
 

:

認
之
ぱ
單
に
：合
法
：的

.：たる
の
み
か
：此
擧
に
出
づ
る
を
義
，殺
な
も
ど
し
て

居
：.

る(

註七
O
S ,

r
:

申
世
：思
想
の
凡
：て
の
特
廣
を
、從

.つ
て
政
沿
學
說

.に
就

‘て
も
等
し
ぐ

一

個

©
系
絲
：に

組

織
：：

せ
；
 

を
は

y 

m
m
a
s

、Aq
d
n
a
s

 

.
で
あ
る
。

彼
が
王
に
就
て
說
く
處
を
督
見
す
る

f
c、王
制
、を
以
て
救 

.治

®

織
.の
唯
一
の

形

，式
ビ
は
し
な
い
。

.

.即
ち
最
高
の
政

‘治
.權
力
は
多
數

.の
手
中
に
あ
.る
場
合 

も

#

れ〉

ぱ
％

數
激
又
は

！

人
の
手
中
に
存
す
ぶ
事
も
あ
タ

.得
る
す
る
ぬ
..然
し
民
生
政
治
傅 

银H

す

態

0
1
0

五〕

.
然
十
H
世

紀

英

旧

の

政

霞

想 

6 

镇

II

號 

六
.
汲



第
1

U
 

(
U

2
0

筋十
H
世

總

英

國

ゅ

紘

資

想 

\

 

第

二

號

.六J、

族

竣

释

ゎ

無

論4
1

理
.的
に
は
あ
れ.

V

政

府

の

目

的
.た
る
：辨
會
リ
の
#
 I

は
單
！
な
る
支
配
：者
め

下
に
最
か
完
全
に
發
揮
せ

•ら
る
：。
暴

©

よ
ク

.
K別
.
さ
る

〜

•眞
の
王
は
其

.職
務
に
献
身
：

P

に
：
®
.

實
：な

る
.：y

き
ま

F
H
6

.典
f
f
i 土
ぢ
對
，す

る

狀

，恰
も
神
の
宇

®
.に
對
す
る

'
.
如

ぎ

も

：
の

：

で
：：

な

け

i

は

な

ら

サ

紅

6

/

然

し

主

，
は

：
‘
同

：
脉

に

f
f
l

々
な
る
制
限
.
わ

服

す

？

'

第

j

に

凡

て

©
政

術

の
目

ゆ

は
-永

久

％ 

‘る、幸
觸
に
；ま

す

-る
地
上
の
举
鯽
な

-る
.故
に
、王
は
精
碑
上
の
凡
て
の
權

.力

.を
®
振
す

る
僧
假
難
に
-宗

敎

上

命

令

を

發

す

，も
.敎

皇

の

下

に

あ

つ

て

之

に

，服
.從

せ

ね％

な
ら
’ぬ
：®

を

U

第

！
，. 

F Ii m

 

■
法
®

下
に
.
あ
る
◊す
ぐ
而
し
て
其
謂
ふ
.法
.
ざ
.は

®

々
あ
つ
て
，永
久
、a
然
，人
及
び
：̂

力

'

法
が
#
在
す
る
。.‘
.永

久

の

法W

は
碑
の
’意
思
に
外
な
ら
，す
し
て
、他
の
凡
す
の
.i

は

之

，
に

發

す

。

,
自
然
の
襄

i

は
理

‘释
あ
‘る
も
の
：が
：此

水
久

の
.
法

-
に会

，f

せ

ん

-
す
る

媒

単

で
，
-
の
法
镑
は

！
^
.
.
0

■
211

然

の

法

に」

敦
せ
ざ
れ
ぱ
法
た
：
る
を
得
ぬ
。

叉
：人
一
一
の
行
爲
ま
常
に
誤
ジ
，
を
：以
：て
填
：は
外
部

的
は
i

す
る
も
の 

> 外
に
：

省

0

规

傘

た

る

べ

き

法

が

必

耍

¥
、之
れ
敎
.
へ
：
の
：法

3

l

i

や
め
み
。

斯

<

t
.法
は
其
何
.れ
‘ね

£

0

は
☆

靡
.局
：す
る
處
#

の
意
県
よ

r

か

發
す
る
：
®

I

I

人
事

0

於

な

：
&
ふ
す
る
は
：自
然
の
法
た
る

®

性
の
窥

.傘

に

f

政
す
る
が
故
で
私

0
:て
X
 

の
.SSi

は

必

之

に

I

政
；
^
.ね
ぱ
な

&
•
•ぬ。

.
之
.よ

h
y
癒

か
：：

る
は

f
t単
法
た

' 
る
を
得
ぬ

」(

註
.

r
o
-

換

.
 

> 
■
 

' 

■ 

...

~一-
r
.
す
-れ

ぱ
.
P
.ほ
‘に
：-反
す

る
，は
法

.に

.あ

.' ら
す
.*H

4

の
-欲
.す
る
處

.

.法

.の
-力
.を
存
す

」
み
の
...
播

1

ゴH.

は

^

此
神
意
又
は

0

然
め
法
に

.合
す
る
服
り
に
於
て
の
み
で
あ
つ
て
、王
は
之
よ

.
 ̂
一
 

ダ
を
も

0

み 

出
す
を
招
す
、此
條
仲
に
ぬ
つ
て

M
ハ
の
王
た
る
の
資
格
を
布
す

(

註一

ニ)

"

第
三
に
王
は
人
民
の
意
思
：を
尊
重
す
ベ
き
で
之
又
王
の
制
服
で
あ
る
。
而
し
て
王
に
し

t
 

• 

上
記
の
：：義

務

服

從

を

本

；ぐ
ぱ
人
.民

，
は

當

，
然

モ

.

に
服
從
を
祖
む
で

®

抗
す
る
事
が

.出
ホ

^̂
^

此
報
抗
は

‘
.抵
抗
に
ぬ
つ
て
除

^
 ̂

.
せ
ん
：
と

す

：
，
る
‘
害
0
よ
P
"

I

層
大
な
る
律
惡
を
賢
す
も
の
、で

‘：あ

、
'

つ
て
は
な
ら
ぬ

G
d

s

b

即
队
れ
る
政

'ポ

©
救
濟
は
合
法

£

た
る
を
要

.ず
る
®
こ
そ
は

ト
I

マ
 

ス
を
し
て
世
：，嚴

王

制

よ

，&

も
選
‘擧
：的
‘の
王
制
を
徵
ま
し
め
、之
に
由
つ
て
軸
へ
す
主
の
植
力
を 

制
せ
ん

V」，

す
.る
の

.で
あ

.る
S

1

0

;
彼
が

.抵
抗
權
を
說
ぐ
，に
當

.つ
て

T
l
a
d
d
e

に
反
對
す
る 

は

一

個
人
の
制

®
 

1

般
の
下
す
刺
斷
群
正
し
き
を
得
ぬ
，、

J

云
ふ
じ
あ
，
る
。

黄
し
王
の
上
に 

何
等
か
1
.の
權
.力

者

あ

、ら
ぱ
誤
れ
る
政S

,

よ

り

の

救

濟H
f

段は此の力にるべきで、
器し斯
 

るもの箱せざれぱ神

.を
，信
職
，し
.て
忍
耐
す
べ
し
ど
し
，て
®

る
.。
抵

'抗

*

に
就
て
極
端
中

#

の
差
は
あ

れ
、中
世
政

'治
思
想
の

代

も
器
な
る

ジ
ョ
.ォ
ン
及
び

ト
I

マ

ス
は
王
を
論
す

る
に
當 

つ

て

王

；
を

，
跑

M 

€
せ

す

、
必す

制
.眼
，.を
.受
ぐ
.
'
ベ
.
し

5
0

す

る

に

於

て一

政
.す
る
0

を一

十
卷
.
‘：(

ニ
0
‘七

〕

S
1號 

六
七
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>
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i
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'六
A
, 
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辞
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畔

！
一 

^
D
a
w
-
- 

>
w
o
r
^
.
w
o
.

能 

jlj 

R
,
-
L
.

 
P
o
o
l
e
,

 

E
l
u
s
t
r
a
t
i
i

 

o
f

 

th
e
. H

i
s
t
,

 

o
f

 

M
e
d
i
a
e
v
a
l

 

T
h
c
u
g
h
t

 

a
n
d

 

i
J
e
a
m
i
n
g
,

 

2
8

-2
0
1
.

0

四

か

十

‘1
1

世紀

‘
の
.1

切

0
 

!-L.

死

.す

。

H
e
n
r
y

 

I
V
.

は

..彼
の

.論：

..の
極
端
な

‘る
の
故

-
^
以
ズ
彼
を

.$

,

■,
 
r 

.ま，

.す

-
?
:
,
.
.
.
,
.

 -
J
-
a
r
o
u
s
e
,

 

c
r
a
n
d
,

 ...Dictionai.re'-uniyerspL

拙 

M

 

P
o
o
l
e
,

 

o
p
r

 

c
i
t
.
,

ぐ03
-
7
0
4
; 

F
,

 

A
t
g
e
r
,

 

E
s
s
a
i

 

s
u
r

 T
H
i
s
t
o
i
r
e

 

cies 

D
o
c
t
r
i
n
e
s

 

d
u

 

C
o
n
t
n
U

 

S
o
c
i
a
l
,

 

5
7
-5

8
，

註六

 

P
o
o
i
e
,

 

o
p
.

 

d
t
o

 

2
0
5
,2

0
6
.

- 

.
註
七

,I
b
i
d
,

 

2
0
8
-2

0
9
.

'註l-v

八
，
'
.
.
-
-
.
H
w
o 

^
W
.
,
^
0
W
.
^
0
3
 ̂

■
 

M
- 

w
p
c
r
t
p
p
w
o
 ̂

h
^
0
3
0
w 

.
^
o
p 

.20-*̂，4. 

I2.I 
ツ'P8

!e,

ン 

o
p
*

 

c
i
t

 

2
K
^

 

以
下
參
照

。
：

-
,
,
•-

評九

 

B
a
u
m
a
r
m
,

 

o
p
- c

i
t
,

 

S
9

SI.: 

1
7
6
-
1

 *rs. 

..

、
 

- 

...
 

独

1 

O

 

T
h
e

 

S
u
m
m
a
-
T
h
e
o
l
o
g
l
d
i

 

o
f

 

w
t
: T

h
o
m
a
s

 

A
q
u

r
a
p
s

 

C
F
P
t
h
e
r
s

 

o
f

 

t
h
e

 

E
n
g
l
.

 

i
o
o
l
i
D
n

 

p
r
o
v
i
n
c
e
s

 

.

.

. ̂

'
 

を

rt; 

I{T., 

f
F
i
r
s
t
:
.
p
a
r
t
: 

T
K
L
r
d

 

N
u
m
t
e
f
'
'
i

 

Q
.

 

X
C
L

ノ 

-
 

.

1 

j 

I
b
i
d
,

 

Q
.

 

X
C
V
.

 

2
. 

;

S

 

广ニ

 

B
a
u
m
a
n
n
,

 

n
p
.

 

cit' 

二4
-

二6
.

.

リ

ン

能

 

i

 j
l
r

 

H
h
e

 

s
u
m
g
p

 T
H
S
:
!

ホi
c
v

 Q
.

 

X
C
I
,

 

♦
 
‘

. 

：

能 

一 

:
s
,

 ;
r

 

'cit. 

2
5
’以下

 

0 

0

O 

.

'

'
穴
，
.，、

 

.

-
■
 
■

 

.

.

.

. 

t 

人
網
の
述
命
は

m

す
る
に

®
督
敎
帝
國
の
運
命
に
し

A

し
、中
世
の
：人
に
：は

碑

に

由

っ

て

統

⑩

さ

る

、

單

一

の
宇
旧

.的
：社

#

ょ
ぅ
外
に
考
慮
す
る
を
得
：な
か
っ
た
。
第
十
二

r

世
紀
の
英
轉
政
.，

沿
思
想
も
軸
學
及
び
法
學

の
：：

相

半
す
る
雰
圍
氣
ど
成
長
し

0

さ
：，

れ
ぱ
辟
間
：に
說

ぐ

凡
，て
は 

傘
人
間
的
に
し

て

，

他
の
半
面
は
神
の
世
界
に
愿
す
る
も
の
で
あ

o
r

た
。

而

し
て
此
閩
に

S

 

せ
し
政
治

S

想
の
将
狹
は
は
ぐ
の
下
に
あ
り
レ
を
す
る

-
W

桃

否

定

：
の
ッ
戰
ポ
^

^

て

、
此

.
原

則

；
は

：

主
の
裁
判
官
す
ら
も
公
言
し
て
恐
る

S
處
が
な
 

か
つ
た

。

o
u
o
d

 

prindpi 

placuit 

legis 

habet: 

vig

をe
m

な
る
凡
て

9
國
じ
於
て
法
の

-上
に
は

r

定
の
，人
な
か
る
べ

.
か
6
;す
-aT

す
る
學

.說

i
:容 

れ
な
い
。
，

し
盤
十1

ニ
世
紀
英

-國
が

.牌
#

を

翁

れ

た

：
な

6

ば
英
國
手
は
絕
對
教
主
で
あ
っ
た 

' 

6

ぅ
。
掛

K

此
.喊
代
ほ
斯
る

.虫
權
：お

(

跟
制
：
.さ
は
跟
に
麵
會
に
於
，

•て
の
.み
，で
あ 

.
タV

、

世

择

ほ

一

個
の
パ
舉
督
敎
的
國
家
をI

T

め
ら
る

V

の
で
あ
っ
た
。

‘

ぃ
王

*

法
の

.上

に

,

る
信
條

5
0
、

齋

然

し

て
王
は
法
の
卞
は
あ

‘
.
-
*
^
‘

を
の
信
條
の

‘間
：

の
；梳

ま

ぽ

结

十

六

及

び

释

十

七

の

雨

取

觸

の

英

國

寧

法
I
史
を

®

む
も

s
^
>常
に
遭
過
す
る
.根 

本
網

®

で
を
る
。
：
：幾

多

の

流

^

反
飢
の
後
磁
十
七
世

‘紀
終
末
の
，

r
‘革
命
は
凡
て
を
後
者
旅 

則
に
：於

‘て
‘職
究
し

•た
.。
政

.治
'は
法
じ
由
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